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 もし街を歩いていて、街頭インタビュ

ーを受けたとします。「すみませんが、あ

なたのイメージする神様の絵を書いて下

さい」と言われたら、どんな絵を書くで

しょうか？白髪頭でちょっとパーマ、ひ

げは真っ白、杖を持っていて・・・、そん

な絵を書こうと思った人はいないでしょ

うか。しかし、聖書の中では、神を絵にし

たり、形にしたりして偶像化することは

禁じられています。それは、神は形がな

い、「霊」の御方だからです。ですから、

私がそのようなインタビューを受けたな

ら、「神は霊ですから絵には書けません」

と言って、インタビュアーを白けさせて

しまうのでしょう。 

 さて、前号では、人間が特別な存在と

して神に造られたことを確認しました。

今回は「神のかたち」とは何かについて

触れます。と、こんなことを書いた瞬間

に、真面目に読んでいる方からツッコミ

が入りそうな気がしました。それは、「神

は霊ですから絵には書けません」と書い

たからです。「神は霊」なのに「神のかた

ち」として人間が造られたということは

矛盾しているような気がします。どうし

ても言葉のニュアンスとして「かたち」

というと、「形」を連想してしまうからで

す。神には手があり、足があり、と考えた

くなります。恥ずかしい話ですが、私も

以前はそのように考えていました。しか

し、ここでいう「神のかたち」とは、その

ような「かたち」ではありません。では、

神は人をご自身のかたちとして創造された。 

神のかたちとして彼を創造し、男と女とに彼らを創造された。 

【創世記 1 章 27 節】 

 



～集会案内～ 

〇日曜日：聖日礼拝 10:30～11:45   〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校  9:00～10:00                19:30～21:00 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの

証人やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

何でしょうか？ 

 実は、聖書では「神のかたち」につい

て、はっきりとした定義はありません。

しかし、聖書の文脈から分かることがあ

ります。まず、神がどういう御方である

かを考えます。創造の記事を読んでいま

すと、神は人格的、理性的（知性と意志を

持ち、計画を立て、実行する）、創造的、

道徳的な御方であることが分かります。

極めて簡単に言いますと、「神のかたち」

とは、この神のご性質を全て含んでいる

ということです。人間にだけ宗教性があ

ることも、人間が「神のかたち」に造られ

たからです。他者を慈しみ、愛すること

を喜び、創作を楽しむことも神のご性質

から来ています。また、創世記1章26節

には「彼らが、海の魚、空の鳥、家畜、地

のすべてのもの、地をはうすべてのもの

を支配するように。」とあります。この箇

所から、近年では「神のかたち」は人間が

神の代表としての役割を持っていて、神

の代わりに支配する存在であることを示

していると言われています。「支配する」

ということは強い表現に感じますが、こ

れは、正しく治めることを意味します。

ですから、人間が他の被造物よりも有能

だとか、偉いということではありません。

むしろ、被造物を正しく管理する責任を

神から委ねられているのです。人間は、

創造された当初は、「神のかたち」の本来

の姿を保っていましたが、ある事件をき

っかけに、この「神のかたち」は損なわれ

てしまいました。その事件については、

今後触れることになります。聖書が語る

「救い」は、損なわれた「神のかたち」の

回復という側面もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆コラム 

3.11 から 4 年が過ぎました。津波の被害

も凄まじいものがありましたが、原発の被

害も深刻です。今なお、復旧のめどはたっ

ていません。人間は原子力という「管理」

できないものに手を出してしまったのか

もしれません。一度事故が起こるとあれだ

けの災害と恐怖をもたらすものに手を出

してしまい、それがなければ生活できない

ような環境になってしまいました。改め

て、神から委ねられている「管理」の責任

について考えさせられます。原発に限ら

ず、環境破壊の問題は深刻です。私たち人

間は「神のかたち」に造られた者として、

相応しくこの地上を「管理」する責任があ

ることを心に留めたいと思わされます。 


